
    好きこそ物の上手なれ
                                                    校 長　山　﨑　　敏　　　

　先日は、お忙しい中、第２回全校参観日にご来校くださり、誠にありがとうございました。４月新学
期からの３ヶ月間、子供たちは運動会をはじめ、日常の学習や運動に、各自めあてをもちながら、自
分なりに取組を積み重ねてきました。その結果、子供達一人一人に一定の成長が見られます。ひと
えに、保護者の皆様、地域の皆様のご支援のお力添えがあってこそのことと、深く感謝申し上げま
す。
　さて、６月１６日に実施した全校集会の講話で、私からは次のように子供たちに伝えました。

　　前回、３つのお話をしました。一つ目は、「あいさつ名人」を目指しましょう。明るく、いつでもだれにでも、
自分から先にあいさつしましょう。これを毎日続けましょうということでした。二つ目は、朝ご飯をしっかり食
べてくださいとお話しました。朝ご飯をしっかり食べることで、午前中から元気に活動できるスイッチが入りま
すよとお話ししました。そして、三つ目は、「好きなことをたくさん見つけましょう」とお話しました。
　今日は、特に、この三つ目のお話をしてみたいと思います。
　５月２２日（木）、６年生が「む～もん館」と屋外にある「大平山元遺跡」の見学に行ってきました。
　当日は前日から雨が降っていて、朝も学校の校庭や道路がぬれている状態だったので、外での遺
跡見学ができないかもしれないと心配しました。でも、学校を出発する頃には、天気もよくなり、外での遺
跡見学ができました。
　６年生は、はじめに施設の職員の方々にしっかりとあいさつをしていました。とても良かったと思います。
　いよいよ、施設見学が始まりました。６年生のみなさんは、学芸員の方の説明に静かに耳を傾け、しお
りのメモ欄にたくさん記入していました。この態度も、素晴らしかったと思います。
　次に、外に移動し、たくさんの出土品が掘り出された遺跡を見たり、昔の大平に住んでいた人々の生
活ようすについてのＣＧをタブレットで見たりしました。また、当時の大平の地形についての学芸員の方の
説明を聞きながら、近くの山や今は田んぼや畑になっている土地のようすを眺め、当時の人々のくらしに
ついて、自分なりに想像していたようでした。
　最後に、また「む～もん館」に戻り、出土した土器のかけらを実際に触らせていただきました。６年生の
皆さんは、土器の表面のもようをじっくりと眺めたり、実際に触ったりしながら、当時の人々の生活のようす
を想像していました。中には、土器のにおいを嗅いでいる子もいました。自分なりに気付いたこと、思ったこ
と、考えたこと、不思議に思うことなどをしおりの記入欄に、熱心に書き込む姿に感心しました。
　ここで、皆さんに、ひとつのことわざを確認したいと思います。

　「好きこそ物の上手なれ」（カードを提示）

　「好きこそ物の上手なれ」の意味は、好きなものについては、どんなことでも上達しやすいということわ
ざです。人は、好きなものに対しては興味を持って熱心に取り組めます。もしも今、あまり好きなことがなく
ても、がっかりする必要はありません。何かにチャレンジしたり、努力を続けているうちに、そのことについて
は、少しずつでも上達するものです。やがて、続けてみたことやチャレンジしたことについては、名人、達人、
博士になれると思います。皆さん、ぜひ、○○名人、○○の達人、○○博士、○○のプロを目指して、
チャレンジしてみてください。
　今日は、６年生の「む～もん館」と屋外にある大平山元遺跡の見学のようすについて、みなさんにお
伝えしました。６年生の皆さんは、今回の社会科見学にとても熱心に取り組んでいましたね。きっと、「調
べ学習の達人」や「歴史博士」になれると思いますよ。他の学年の皆さんも、普段の教科の学習や校
外学習、学校行事などに興味をもって取り組み、「好き」を見つけてください。皆さんのチャレンジに期待
しています。

　７月は夏休み直前のまとめの月です。子供たちはこれから、夏休みに入る準備に入ります。子供
達一人一人が自分が好きなことを見つけ、生き生きと取り組み、笑顔になる瞬間を目指し、全教職
員一丸となって、保護者の皆様、地域の方々と共に力を合わせていきたいと思います。今後共、御
理解と御支援、御協力の程、よろしくお願いいたします。

蟹小だより
７・８月号

７月
　１日（火）音楽集会
　２日（水）２・３年校外学習（学区探検）
　　　　　　　ＡＬＴ来校
　　　　　　クラブ活動④
　３日（木）６年租税教室
　４日（金）１年校外学習（浅虫水族館）
　　　　　　夏休み前大清掃
　７日（月）全校グラスアート体験　　　　　　
　８日（火）全校５時間授業
　　　　　　小中学校地区別奉仕活動
                    ＡＬＴ来校
　　　　　　ＳＣ来校　　　　　　
　９日（水）歯科講話（全学年）
　　　　　　ＡＬＴ来校
　　　　　　委員会活動⑥
１０日（木）全校５時間授業
　　　　　　小中地区別奉仕活動予備日　　　　　　
１１日（金）ＳＯＳの出し方教室（４～６年）                    
１３日（日）夏の廃品回収
　　　　　（石浜・塩越・小国・山本
　　　　　　　大平・外黒山・南沢）
１４日（月）４時間授業（１年）
　　　　　　５時間授業（２～６年）
　　　　　　地区班集会、ＳＳＷ来校
　　　　　　東青教育事務所要請訪問
１５日（火）劇団四季ミュージカル鑑賞（６年）
　　　　　　ＡＬＴ来校 
１６日（水）全校５時間授業
１７日（木）児童集会
１８日（金）全校４時間授業(給食あり)
　　　　　　夏休み前集会
１９日（土）夏休み（～8/2４)
２０日（日）夏の廃品回収
　　　　　（上町・中町・下町・中師
　　　　　　ひばり・桜町・小学校）
２１日（月）海の日   
２２日（火）県外研修事前研修（５年）
　　　　　　二者面談①
２４日（木）二者面談②
８月
１１日（月）山の日
１２日（火）学校閉庁日～１５日（金）
１９日（火）出校日、サマースクール
２０日（水）県外研修(５年希望者)～２１日
　　　　　　（福島県ブリティッシュヒルズ）
２５日（月）全校５時間授業
　　　　　　夏休み明け集会
２６日（火）夏休み作品展～３１日
２７日（水）クラブ活動⑤　　　　　　
２８日（木）交通安全母の会キャラバン隊来校
２９日（金）ＳＣ来校、ＳＳＷ来校

行事予定７・８月
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・自分の考えをもち、
　進んで学び合う子

・相手を思いやり、
  力を合わせる子

・めあてをもち、
  心と体をきたえる子

令和７年７月１日　外ヶ浜町立蟹田小学校　全校児童　７０名

種団子・袋栽培

５年田植え体験

　 今年も「渋谷種苗」さんの全面的なご協力のもと、種
団子作りと袋栽培を行いました。また、ＪＡ蓬田の担当の
方とＪＡ蟹田婦人会の皆様のご協力もいただきました。大
変ありがとうございました。秋の収穫を楽しみに、大切に
育てていきます。

　６月３日（火）に５年生が、総合的な学習の時間「おいしい米づくり
に挑戦しよう」の一環として、「田植え」を行いました。今回の「田植
え」を皮切りに「稲の観察」「稲刈り」「脱穀」と年間を通じ、上小国
集落協定・大平集落協定のたくさんの方々にお世話になります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

　６月２４日（月）に外ヶ浜地区人権擁護委員会
様よりお花の鉢植えをいただきました。友だちを
大切にする心を育むこと等をねらいとしています。
児童玄関前に飾ってありますので、来校の際には
ぜひご覧下さい。

花いっぱい運動



朝日写真ニュース 　今年度も「田沢内
科院長」の田澤公樹
様に寄贈していただ
き、写真ニュースを
見られることになり
ました。ありがとうご
ざいます。計画委員
会の子どもたちは、
写真の横に感じたこ
とや思ったことを書
いて掲示し、全校へ
お知らせしています。

５年宿泊学習
　６月２７日（木）～２８日（金）に５年生が、梵珠少年自然の家において三厩小、今別小と合同で宿泊学習を行いました。初
日は、班の仲間と協力しながら「ぐるぐる火起こし」と「焼板工作」に挑戦し、夕食後にはキャンドルサービスを行いました。２
日目には、１３の関門を回りながらビンゴゲームを楽しむ「アドベンチャービンゴ」を行い、学校では学習することができない
ようなことを体験することができました。自然や多くの仲間に囲まれながら、笑顔いっぱい元気に活動することができました。

マラソン記録会 　５月２９日（木）の２校時に１～３年生、５校時に４～６年生がマラソン記録会を実施しました。子どもたちは、自分の記録を伸ばそうと一生懸命走っていました。昨年度の自己記録を
上回った子どもたちがたくさんいました。これからも体力向上に向けて継続して取り組むことができるように支援していきます。

４年校外学習

リトルジャンプチーム委嘱状交付式

　６月３０日（月）の
業間の時間に、非
行防止の要となる
リトルジャンプチー
ム委嘱状交付式が
行われました。
　県内小・中学校で
展開する非行防止
運動に全校あげて
参加することで、一
人一人の防犯意識
の向上と、安心・安
全な日常生活のた
めの関わり合いが
できることをねらい
とした取り組みです。
やさしく、たくましい
子どもたちの成長
のために今後も支
援していきます。

　６月１９日（水）に
大平地区の蟹田川
において、ヤマメの
稚魚放流を行いまし
た。子どもたちは、
「大きくなりますよう
に」という願いを込
め、バケツに入れた
稚魚をそっと川に放
流しました。蟹田漁
協の皆様に大変お
世話になりました。あ
りがとうございました。


